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 第 1 章 総則 

         

  （目的） 

第 1 条 この規程は、警視庁の保有する警備艇の保守管理の適正及び安全性の確

保を図るため、必要な事項を定めることを目的とする。 

         



  （準拠） 

第 2 条 警備艇の保守管理及び安全性の確保については、国有財産法（昭和 23 年

法律第 73 号）、船舶安全法（昭和 8年法律第 11 号）等別に定めのあるもののほ

か、この規程の定めるところによる。 

         

  （定義） 

第 3 条 この規程において、「警備艇」とは海上警らその他水上警察活動に使用する

船舶をいい、「乗組員」とは船舶職員法（昭和26年法律第149号）に定める資格を

有する船長、機関長及び通信士並びに船員並びに水上警察活動のために乗船し

た者（以下「乗船者」という。）をいう。 

         

  （配置） 

第 4 条 警備艇は、東京湾岸警察署（以下「湾岸署」という。）に配置するものとする。

（は） 

    

 第 2 章 管理 

         

  （総括管理者） 

第 5 条 総務部長は、警備艇を総括管理するものとする。 

         

  （管理責任者） 

第 6 条 東京湾岸警察署長（以下「湾岸署長」という。）は、警備艇管理責任者（以下

「管理責任者」という。）として、警備艇について管理の責めを負うものとする。（は）

         

  （管理主任者等の指定） 

第 7 条 湾岸署長は、同署の課長以上の職にある者の中から警備艇管理主任者（以

下「管理主任者」という。）1 名を、同署水上安全課幹部の中から警備艇管理副主

任者（以下「管理副主任者」という。）を指定しておかなければならない。（は） 

          

  （管理主任者等の任務） 

第 8 条 管理主任者は、管理責任者の命を受け、警備艇の直接管理の責めに任ず

るものとする。 



2  前項の管理責任を果たすため、管理主任者は、管理副主任者等を指揮して、次

の任務に当たるものとする。 

  (1)  警備艇及び装備品の保守管理 

  (2)  整備の計画及び実施 

  (3)  安全な運航に関する指導教養 

  (4)  エンジンキーの保管 

  (5)  その他警備艇の保守管理に関すること。 

3  管理副主任者は、管理主任者を補佐し、管理主任者が不在又は事故あるとき

は、これに代わつてその任務を行うものとする。 

    

 第 3 章 運用 

         

  （運用の基本方針） 

第 9 条 湾岸署長は、海上警らその他水上警察活動を行うに当たつては、警備艇の

効率的な運用に努めなければならない。（は） 

         

  （運用の統制） 

第 10 条 総務部長は、必要があると認めるときは、警備艇の運用について統制する

ことができる。 

         

  （要請及び派遣） 

第 11 条 所属長が警備艇の派遣を要請する場合は、電話等により湾岸署長に対し

て行うものとする。（ろ、は） 

2  前項の要請に基づき警備艇を派遣した湾岸署長は、別記様式第 1の警備艇派

遣簿により、その状況を明らかにしておかなければならない。 

         

  （けい船） 

第 12条 警備艇をけい船するときは、最も安全で、他の船舶の航行の妨げとならず、

かつ、いつでも出航できるようにしておかなければならない。 

    

 第 4 章 乗組員 



         

  （乗組員の指定） 

第 13 条 湾岸署長は、警備艇ごとに、法令の定める必要な乗組員を指定しておかな

ければならない。（は） 

          

  （船長の任務） 

第 14 条 船長は、当該警備艇の運航に際し、他の乗組員を指揮して、次の任務に当

たるものとする。 

  (1)  安全に運航すること。 

  (2)  船体各部及び装備品の整備保全 

  (3)  運航に関する書類の作成整理 

          

  （機関長の任務） 

第 15 条 機関長は、当該警備艇の機関に関し、次の任務に当たるものとする。 

  (1)  機関各部の操作及び整備保全 

  (2)  補修部品及び整備工具の保管 

          

  （通信士の任務） 

第 16 条 通信士は、当該警備艇の通信機器に関し、次の任務に当たるものとする。

  (1)  通信機器の保守管理 

  (2)  通信機器及びレーダーの操作 

         

  （船員の任務） 

第 17 条 船員は、船長、機関長及び通信士の指揮を受け、それぞれ担当任務を遂

行するとともに、相互に協力して警備艇の安全な航行と機能の発揮に努めなけれ

ばならない。 

         

  （乗船者の心構え） 

第 18 条 乗船者は、船長の指示に従うとともに、警備艇の安全な運航と機能の発揮

に協力しなければならない。 

    



 第 5 章 点検、整備 

         

  （視察点検等） 

第 19 条 総務部長は、必要があると認めるときは、警備艇の管理状況について視察

点検し、又は報告を求めることができる。 

2  前項の視察点検について、総務部長は、これを装備課長をして行わせることが

できる。 

         

  （署長点検） 

第 20 条 湾岸署長は、毎月 1回以上警備艇の整備状況の点検を行い、その結果を

別記様式第 2の警備艇署長点検結果表により明らかにしておかなければならな

い。（は） 

         

  （始業及び終業点検） 

第 21 条 船長は、警備艇の運航にあたつては、始業点検及び終業点検を、別表の

点検整備基準表に基づき確実に行わなければならない。 

2  前項の点検に際しては、管理主任者又は管理副主任者が立ち会うものとする。 

         

  （精密点検） 

第 22条 管理主任者は、警備艇が一定の駆動時間を経過するごとに、別表に基づき

精密点検を行わなければならない。 

         

  （自署整備） 

第 23 条 湾岸署長は、常に警備艇の機能が十分に発揮できるよう、自署において実

施できる整備（以下「自署整備」という。）の徹底を期さなければならない。（は） 

         

  （工場整備） 

第 24条 湾岸署長は、自署整備できないものについては、別記様式第3の警備艇整

備上申書により総務部長に上申して、工場整備を行うものとする。（は） 

         

  （整備計画の作成） 



第 25条 湾岸署長は、別記様式第4の警備艇整備年度計画を作成し、これに基づき

計画的な整備を推進しなければならない。（は） 

    

 第 6 章 簿冊 

         

  （国有財産台帳等） 

第 26 条 総務部長は、国有財産法に基づく警備艇の国有財産台帳及び警備艇履歴

カード（舟艇の使用実績等の報告について（昭和40年警察庁丙装発第1号））を作

成し、整理保存しておくものとする。 

          

  （署備付簿冊） 

第 27条 湾岸署長は、次の簿冊を備え付け、警備艇の運用、警備等の状況を明らか

にしておかなければならない。（は） 

  (1)  警備艇運用日誌 別記様式第 5 

  (2)  警備艇精密点検実施簿 別記様式第 6 

  (3)  警備艇整備記録簿 別記様式第 7 

  (4)  警備艇整備連絡票（つづり） 別記様式第 8 

  (5)  警備艇履歴カード（写し） 

    

 第 7 章 報告 

         

  （年報） 

第 28条 湾岸署長は、第25条に定める警備艇整備年度計画を毎年2月 5日までに

総務部長（装備課車両係経由。以下同じ。）に報告しなければならない。（は） 

2  湾岸署長は、年間における警備艇の管理運用結果を、別記様式第 9の警備艇

管理運用報告書により、翌年 1月 20 日までに総務部長に報告しなければならな

い。 

         

  （月報） 

第 29 条 湾岸署長は、第 11 条に定める派遣要請に基づき警備艇を派遣した場合

は、1 か月ごとに総務部長に報告しなければならない。（は） 



2  湾岸署長は、第 20 条に定める署長点検を実施した場合は、その結果を総務部

長に報告しなければならない。 

         

  （亡失、損傷報告） 

第 30 条 湾岸署長は、警備艇を亡失又は損傷したときは、別記様式第 10 の警備艇

亡失（損傷）報告書に必要書類を添付して、速やかに総務部長に報告しなければ

ならない。ただし、沈没、衝突、火災その他特異な事案による亡失又は損傷につい

ては、電話等により直ちに報告した後、書面報告するものとする。（は） 

         

  （内規等の報告） 

第 31 条 湾岸署長は、この規程に基づき内規を定め、総務部長に報告しなければな

らない。これを変更した場合も同様とする。（は） 

    

 第 8 章 補則 

         

  （教養訓練） 

第 32 条 湾岸署長は、乗組員に対し、警備艇に関する知識、点検及び整備要領、操

船技術等について、随時必要な教養訓練を行わなければならない。（は） 

         

  （火災、盗難等の防止） 

第 33 条 湾岸署長は、警備艇の火災、盗難又は暴風雨による流失、損傷等を防止

するため、あらかじめ避難場所、けい船方法その他必要な措置について定め、訓

練しておかなければならない。（は） 

         

  （改造承認） 

第 34 条 湾岸署長は、水上警察活動上、警備艇を改造する必要があると認めるとき

は、総務部長の承認を得て行わなければならない。（は） 

         

  （台船等の管理） 

第 35 条 湾岸署長は、台船、ボート及び借上船についても、警備艇に準じて管理の

適正を期さなければならない。（は） 

         



  （細部事項の委任） 

第 36 条 この規程を実施するため必要な細部事項は、総務部長が定めるものとす

る。 

   

 付 則  

 この訓令は、昭和 51 年 4 月 1 日から施行する。 

   

別表（第 21 条、第 22 条関係） 

 点検整備基準表 

 

精密点検 

区分 

＼ 

項目 

点検整備箇所 点検整備内容 摘要 

始

業

点

検

終

業

点

検

三 

〇 

時 

間 

一 

〇 

〇 

時 

間 

三 

〇 

〇 

時 

間 

六 

〇 

〇 

時 

間 

一

、 

二

〇

〇

時

間

検

査

整

備

上構、甲板、乾げん、防しよ

く亜鉛、各部ブラシ洗い、船

室内雑きんがけ、機関室内

掃除、金具及びガラスみが

き 

  

○○     ○○

外板、防げん材、同バンド、

甲板、上構部及びぎ装品点

検 

  

 ○ ○ ○ ○○

各部 

上架手入れ 1 年以内

に 1回 
    ○ ○

ビルジ排出ポンプ機能点検 機動ポン

プ 

手動ポン

プ 

○○  ○ ○ ○ ○○
内部船底 

点検清掃 汚泥除去      ○

船体 

塗装 
ペイント補修      ○ ○



オールペイント 上架      ○

操だ具合点検   ○   ○ ○ ○○
操だ輪 

給油及び遊び点検調整     ○ ○ ○○

点検 グリス及

びエンジ

ンオイル

使用 

○      

リンク、ワイヤ

ー、ケーブ

ル、チェーン、

スプロケット、

滑車 
給油及び締付け、ワイヤロ

ープ調整又は交換 

  
  ○ ○ ○○

可視部分の点検   ○     ○ ○

操作及び角度点検 上架     ○ ○

脱着手入れ、防しよく亜鉛

装置清掃又は交換 

同上 
    ○ ○

操だ

装置 

かじ本体 

グランドパッキン増締め又

は交換 

  
  ○ ○ ○○

船灯類 

マスト灯、げん灯、白灯、船

尾灯、室内灯、機関室灯、

移動灯、計器灯、赤色回転

灯の点滅テスト掃除 

船灯は、

20W を使

用 
○  ○    ○

点滅テスト及び手入れ   ○      ○
投光器 

内外部掃除みがき     ○ ○ ○○

灯火

装置 

接点 
各灯火のソケット、コンセン

ト点検みがき 

防せい剤

使用 
   ○ ○○

吹鳴テスト及び手入れ   ○      ○
サイレンホー

ン 
配線接続部みがき 防せい剤

使用 
   ○ ○○

警察旗 点検   ○○      ○

国旗 点検   ○○      ○

自己点検灯 
点検 使用期限

3年 
○      ○

信号

装置 

拡声機 テスト及び手入れ   ○   ○ ○ ○○

機関本体 
点検掃除   ○○      



防しよく亜鉛清掃又は交換 マニホー

ルド、クラ

ッチを含

む。 

 ○ ○ ○ ○○ 

運転調子 
始動具合、振動異音の有

無、排気の色及び匂い 

  
○○○ ○ ○ ○ ○○

各部の点検 ベルト張

調整 
○      ベルト、ボル

ト、ナット 
締付け調整   ○   ○ ○○

圧縮圧力 

各シリンダー圧縮力測定 ディーゼ

ルは

1,200 時

間ごとに

1回 

○  ○ ○ ○○

吸排気弁 間げき調整   ○   ○ ○○

本体 

エンジン オーバーホール        ○

補給及び漏油点検   ○○      

ドレーン抜き    ○ ○ ○ ○○メーンタンク 

オーバーホール塗装        ○

作用点検 リモートコ

ントロー

ルを含

む。 

○   ○ ○ ○○キャブレータ

ー 

オーバーホール        ○

ドレーン抜き    ○    

オーバーホール ジョイント

ストレー

ナーを含

む。 

○  ○ ○ ○○フィルター 

エレメント交換      ○ ○○

フューエルポ

ンプ 

オーバーホール   
     ○

燃料

装置 

インジェクショ 作用点検 リモートコ
○  ○    



ントロー

ルを含

む。 

カム軸室の給油又はオイル

交換 

  
 ○ ○ ○ ○

ンポンプ 

オーバーホール        ○

ノズル 
噴射圧力、噴霧状態、油密

度の点検調整 

  
  ○ ○ ○○

パイピング パイプ及び接続部漏油点検   ○○○ ○ ○ ○ ○○

外部点検掃除   ○      

カム面グリス塗布、キャップ

ローター手入れ 

  
 ○ ○ ○ ○○

コンタクトポイントすり合わ

せ、間げき調整、ガバナ注

油 

  

  ○ ○ ○○

ディストリビュ

ーター 

点火時期調整     ○ ○ ○○

コントロールレ

ジスタンス 

点検   
○      

スパークプラ

グ 

カーボン除去、間げき調整

又は交換 

  
○ ○ ○ ○ ○ ○○

着火

装置 

ワイヤーリン

グ 

各結線部掃除、締め直し 防せい剤

使用 
  ○ ○ ○

液の点検補給、ターミナル

点検 

  
○      

バッテリー 
ターミナル掃除、比重測定、

必要に応じて充電 

グリス使

用 

比重

1,260 

  ○ ○ ○○

作用点検   ○   ○ ○  

オーバーホール       ○ ○

ダイナモ 

（AC、DC） 

セルモーター 注油    ○ ○ ○  

電気

装置 

ワイヤーリン

グ 

各結線部点検締め直し 防せい剤

使用 
 ○ ○ ○ ○○



レギュレータ

ー 

点検調整   
    ○ ○

作用点検   ○○      

コンミテーター、ブラシ点検       ○
ワイパー旋回

窓 
オーバーホール        ○

警報装置 水温、油圧、作用点検   ○○○ ○ ○ ○ ○○

点検（量、色、粘度、混入

物）補給 

  
○○○ ○ ○ ○ ○○

エンジン、クラ

ッチオイル 

エンジンオイル交換（オイル

の状況によつては指定時間

内であつても交換するこ

と。） 

150 時間

ごとに交

換 
     

オーバーホール   ○ ○ ○ ○ ○○オイルフィルタ

ー エレメント交換     ○ ○ ○○

油圧系統 
バルブロッカーアーム部の

潤滑状況点検 

  
○   ○ ○○

オイルコンデ

ンサー 

ドレーン抜き   
○      

オーバーホール水圧テスト        ○オイルクーラ

ー 防しよく亜鉛清掃又は交換    ○ ○ ○ ○○

潤滑

油装

置 

パイピング 
パイプ及び接続部の漏油点

検 

  
○○○ ○ ○ ○ ○○

作用点検（開閉）   ○○      キングストン

バルブ、チェッ

クバルブ 

抜出点検及びピン交換   
   ○ ○○

海水こし器 点検清掃   ○○○ ○ ○ ○ ○○

作用点検 水量確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○○

グリスアップ カップグ

リス使用
  ○ ○ ○

海水、清水ポ

ンプ 

オーバーホール        ○

冷却

装置 

清水クーラー 

冷却水（清水）点検、補給又

は交換 

20時間ご

とに交換
○○      



防しよく亜鉛清掃又は交換    ○ ○ ○ ○○

オーバーホール        ○

防しよく亜鉛清掃又は交換    ○ ○ ○ ○○インタークーラ

ー オーバーホール        ○

パイピング 
パイプ及び接続部の漏水点

検 

  
○○○ ○ ○ ○ ○○

クラッチリモコ

ン 

作用点検（ロットリンク、ケー

ブル） 

  
○ ○ ○ ○ ○ ○○

防しよく装置清掃又は交換 ブラケット

を含む。
    ○○

振動の有無点検   ○○○ ○ ○ ○ ○○

プロペラシャ

フト 

プロペラ 
点検計測修正又は交換       ○ ○

点検   ○      カップリング接

手 締付け点検   ○   ○ ○○

点検締戻し 若干漏水

する。 
○      

点検締付け 漏水しな

い。 
○      

スタフィングボ

ックス、パッキ

ングランド 
グランドパッキン増締め又

は交換 

  
  ○ ○ ○○

推進

装置 

軸心 点検修正   ○   ○ ○○

計器 

回転計 

油圧計 

電流電圧計 

気圧計 

気温計 

時計 

作用点検 エンジン

計器は暖

機状態で

確認 
○○○ ○ ○ ○ ○○

救命浮きわ 
点検 数量の確

認 
○○  ○ ○ ○ ○○

救命胴衣 点検 同上 ○○  ○ ○ ○ ○○

救命

設備 

救命いかだ 

点検注油 3 年ごと

に解放検

査 

○○     ○○



スバリ 点検   ○○  ○ ○ ○ ○○

数量の点検   ○○  ○ ○ ○ ○○

消火器 

機能点検、消火剤交換、筒

口ホース掃除 

あわ式 1

年 

粉まつ式

5年 

     消火

器具 

おけ又はバケ

ツ 

点検   
○○  ○ ○ ○ ○○

けい留索 点検   ○○      

いかり、アンカ

ーロープ 

点検   
○○  ○ ○ ○ ○○

防げん物 

点検 固定、移

動タイヤ

を含む。

○○     ○○
けい

船具 

爪さお 

点検 フックの

セット 

柄の状況

○○  ○ ○ ○ ○○

無線電話機 点検通話テスト   ○○○ ○ ○ ○ ○○無線

電話 アンテナ 点検及びみがき   ○○      ○

かま 点検研磨   ○○  ○ ○ ○ ○○

掃除用具 点検   ○○     ○○
雑用

具 
機関小道具 数量点検、手入れ   ○○○ ○ ○ ○ ○○

冷房機 
性能の点検 シーズン

中のみ 
○○      

性能の点検、燃焼テスト シーズン

中のみ 
○○   ○   

燃料タンクドレーン抜き 同上   ○   

パイピング、ワイヤーリング

点検 

同上 
○○   ○   

冷暖

房機 
暖房機 

オーバーホール        ○

ドラ 本体 
作用点検（操だ前後進）   ○○   ○ ○ ○○



ブーツ及びホース点検 上架時確

認 
  ○ ○ ○○

トリムシリンダー、フック、ト

リムロット点検手入れ 

  
  ○ ○ ○○

オーバーホール        ○

防しよく亜鉛清掃又は交換     ○ ○ ○○

点検   ○○○ ○ ○ ○ ○○
プロペラ 

修正又は交換    ○ ○ ○ ○○

作用点検   ○○○ ○ ○ ○ ○○

点検調整   ○ ○ ○ ○ ○○

トリムモータ

ー、リレースイ

ッチ、ワイヤ

ーリング 
オーバーホール   

     ○

ユニ

ット 

ドライブオイル 点検補給又は交換     ○ ○ ○○
 

 
注  30 時間点検整備は、新艇及びエンジンオーバーホールの実施艇につ

いて行うこと。 
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